
報告（２）地域公共交通調査等事業にかかる事業評価について 

１．概要 

 登米市地域公共交通計画の策定にあたっては、国の補助事業（地域公共

交通確保維持改善事業-地域公共交通調査等事業）を活用しています。 

地域公共交通確保維持改善事業実施要領において、１月末までに事業の

実施状況の確認及び評価を行い、結果を地方運輸局へ報告をすることが定

められています。 

 

２.事業評価 

  次ページ以降参照 

地域公共交通確保維持改善事業実施要領（抜粋） 

８．事業評価について 

（１）自己評価（一次評価） 

地域公共交通確保維持改善事業による支援を受けた事業については、毎年度、

協議会自らによる事業の実施状況の確認、評価（以下「自己評価」という。）を

行い、当該自己評価の結果を地域公共交通確保維持事業及び地域公共交通調査等

事業にあっては、補助金の交付を受けようとする会計年度の１月末までに、地域

公共交通バリア解消促進等事業にあっては、補助金の交付を受けた会計年度の翌

年度の１月末までにそれぞれ協議会から、地方運輸局、神戸運輸監理部、地方航

空局又は沖縄総合事務局（以下「地方運輸局等」という。）に報告するととも

に、公表することとする。 

資料２ 



令
和
　
　
年
　
　
月
　
　
日

協
議
会
名
：

評
価
対
象
事
業
名
：

③
計
画
策
定
等
に
向
け
た
方
針

A
事
業
が
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
と
お
り
、
適
切
に
実

施
さ
れ
た
（
さ
れ
る
見
込
み
）
。

通
院
、
通
学
な
ど
の
生
活
路
線
の
維
持
・
確
保
を
基
本
と
し
、

市
民
バ
ス
の
利
便
性
の
向
上
と
地
域
に
適
し
た
交
通
モ
ー
ド

の
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
考
え
の
も
と
、
地
域
内
交
通
と
地
域
間
交
通
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
つ
つ
、
各
旧
町
域
の
地
域
拠
点
か
ら
中
心

拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
図
る
。

【
事
業
内
容
】

・
利
用
実
態
、
ニ
ー
ズ
調
査

・
課
題
整
理
及
び
計
画
の
方
針
等
の
検
討

【
結
果
概
要
】

・
利
用
者
デ
ー
タ
の
整
理
、
現
況
調
査
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
公

共
交
通
の
状
況
を
整
理
し
た
。

・
市
民
、
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
公
共
交
通
を
利
用
す
る

人
、
し
な
い
人
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
公
共
交
通
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
調
査
等
か
ら
抽
出
し
た
課
題
を

も
と
に
、
今
後
の
市
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
し
、
提
案
し
た
。

・
今
後
、
交
通
会
議
に
お
い
て
地
域
に
適
し
た
交
通
モ
ー
ド
な
ど

の
検
討
を
経
て
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
る
。

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
計
画
策
定
等
に
係
る
事
業
）

②
事
業
実
施
の
適
切
性

登
米
市
地
域
公
共
交
通
会
議

地
域
公
共
交
通
調
査
事
業

①
事
業
の
結
果
概
要



登
米
市
地
域
公
共
交
通
会
議

地
域
の
概
要

事
業
名
：
令
和
６
年
度
地
域
公
共
交
通
調
査
事
業

１
．
基
礎
デ
ー
タ

【
乗
合
バ
ス
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
営
主
体
：
登
米
市

運
行
：
（
株
）
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
に
委
託

路
線
：
1
1
路
線

【
鉄
道
】

運
行
：
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）

路
線
：
在
来
線
２
路
線

【
乗
合
タ
ク
シ
ー
】

運
営
主
体
：
 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

運
行
：
タ
ク
シ
ー
事
業
者
社
３
社
に
委
託

エ
  
リ

  
ア
：
５
地
区

【
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
】

運
行
：
（
福
）
登
米
市
社
会
福
祉
協
議
会

形
態
：
福
祉
有
償
運
送

エ
リ
ア
：
登
米
市
全
域

【
そ
の
他
】

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
を
活
用
し
た
住
民
バ
ス

運
営
主
体
：
登
米
市

運
行
：
市
内
交
通
事
業
者
８
社

エ
リ
ア
：
原
則
旧
町
域
内

※
記
入
す
る
際
、
枠
の
大
き
さ
の
変
更
及
び
次
頁
に
作
成
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
ま
す
。

２
．
公
共
交
通
の
概
況

３
．
公
共
交
通
の
問
題
点

登
米
市

人
口
：
7

2
,7

5
4
人

（
R

6
.3

.3
1
現
在
・
住
民
基
本
台
帳
）

面
積
：

5
3
6
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

過
疎
地
域
等
指
定
：
過
疎
（
旧
登
米
町
・
旧
東
和
町

・
旧
津
山
町
・
旧
米
山
町
・
旧
石
越
町
）

高
齢
化
率
：
3

5
.6
％

交
通
会
議
開
催
数
：
２
回

（
R
６

.1
1

～
R
６

.1
2
）

（
１
）
市
民
バ
ス

・
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
利
用
者
数
の
低
迷

・
燃
料
費
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
る
運
行
経
費
及
び
市
の
財
政
負
担
の
増
加

・
自
家
用
車
の
利
用
率
が
非
常
に
高
く
、
利
用
者
が
高
齢
者
と
高
校
生
に
限
ら
れ
、

路
線
に
よ
り
利
用
者
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

・
地
域
に
よ
り
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が
遠
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
バ
ス
を

利
用
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
が
一
定
数
存
在
。

・
時
間
帯
に
よ
り
便
数
が
少
な
く
、
利
便
性
に
欠
け
る
。

（
２
）
住
民
バ
ス

・
認
知
度
が
低
い
。
一
部
の
市
民
し
か
利
用
し
て
お
ら
ず
、
利
用
者
数
が
非
常
に
少
な
い
。

・
主
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
空
き
時
間
に
運
行
し
て
い
る
た
め
、
利
用
時
間
に
制
限
が
あ
り
、
利
便
性
に
欠
け
る
。

（
３
）
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
地
域
内
移
動
の
柱
と
し
て
の
役
割
が
期
待
で
き
る
が
、
一
部
の
地
域
で
し
か
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。



調
査
内
容

登
米
市
地
域
公
共
交
通
会
議

【
事
業
評
価
時
点
で
完
了
し
て
い
る
内
容
】

調
査
結
果
概
要

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

【
今
後
予
定
し
て
い
る
内
容
】

１
．
地
域
概
況
・
移
動
実
態
の
整
理

・
平
成
以
降
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に

 過
疎
地
域
で
の
減
少
が
著
し
い
。

・
市
の
基
幹
交
通
で
あ
る
市
民
バ
ス
の
利
用
者

 数
は
減
少
す
る
一
方
、
運
行
経
費
が
増
加
し
、

 市
の
財
政
負
担
が

 増
大
し
て
い
る
。

 

２
．
利
用
実
態
・
ニ
ー
ズ
調
査

（
１
）
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（

8
5
9票

/
2,
00
0票

：
回
答
率

42
.
9％

）
公
共
交
通
の
利
用
状
況
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
、
公
共
交
通
の
維
持
・
確

保
の
あ
り
方
等
を
把
握
す
る
た
め
実
施
。

（
２
）
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（

55
9票

/
1,
27
9票

：
回
答
率

4
3.
7
％
）

市
民
バ
ス
の
利
用
者
の
半
数
を
占
め
る
高
校
生
に
対
し
、
通
学
実
態
や
公
共
交
通

を
利
用
し
な
い
理
由
等
を
把
握
す
る
た
め
実
施
。

（
３
）
市
民
バ
ス
・
駅
・
住
民
バ
ス
利
用
実
態
調
査

各
交
通
機
関
の
バ
ス
停
、
駅
な
ど
で
、
利
用
者
を
対
象
に
利
用
特
性
や
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
満
足
度
、
改
善
点
等
を
把
握
す
る
た
め
実
施

（
４
）
交
通
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

市
内
交
通
事
業
者
を
対
象
に
、
利
用
特
性
や
課
題
等
を
把
握
す
る
た
め
実
施

（
５
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
ヒ
ア
リ
ン
グ

市
内

21
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
対
し
、
に
日
常
生
活
の
移
動
実
態
や
公
共
交
通
に

対
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
や
要
望
等
を
把
握
す
る
た
め
実
施
。

＜
課
題
等
＞

 １
．
利
便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
の
推
進

２
．
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

３
．
持
続
可
能
な
公
共
交
通
へ
の
取
組

４
．
交
流
促
進
を
支
援
す
る
取
組

＜
基
本
的
な
方
針
＞
（案
）

方
針
①
：
市
内
各
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

方
針
②
：
利
用
促
進
に
む
け
た
移
動
環
境
の
実
現

方
針
③
：
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
実
現

方
針
④
：
交
流
や
広
域
連
携
の
促
進

＜
施
策
の
方
向
性
＞
（案
）

①
地
域
間
交
通
の
再
編
②
地
域
内
交
通
の
再
編

③
利
用
促
進
に
向
け
た
利
便
性
向
上

④
利
用
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信
、意
識
啓
発

⑤
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
公
共
交
通
導
入

⑥
新
た
な
財
源
の
確
保
等
に
よ
る
収
支
の
改
善

⑦
広
域
移
動
環
境
の
充
実

１
．
基
礎
調
査

（
１
）
地
域
概
況
の
整
理

（
２
）
公
共
交
通
の
実
態
把
握

２
．
利
用
実
態
・
ニ
ー
ズ
調
査

（
１
）
公
共
交
通
に
関
す
る
現
状
分
析

（
２
）
市
民
・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
３
）
公
共
交
通
利
用
実
態
調
査

３
．
課
題
整
理
及
び
計
画
の
方
針
等
検
討

（
１
）
課
題
の
整
理

５
．
交
通
会
議
開
催
（
２
回
）

３
．
課
題
整
理
及
び
計
画
の
方
針
等
検
討

（
２
）
具
体
的
な
施
策
の
検
討

４
.登
米
市
地
域
公
共
交
通
計
画
（
案
）
の
取
り

ま
と
め

５
．
交
通
会
議
開
催

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）
】

◯
２
月
下
旬

第
３
回
交
通
会
議
開
催

◯
３
月
上
旬

議
会
に
対
す
る
説
明

〇
３
月
中
旬

計
画
（
案
）
策
定

【
地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿
】

持
続
可
能
で
利
便
性
の
高
い
地
域
公
共
交
通
を
確
保
・
維
持
し
す
る
た
め
、
市
民
バ
ス
の
利
用
者
数
に
応
じ
た
路
線
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

な
ど
を
実
施
し
、
主
た
る
利
用
者
で
あ
る
高
齢
者
や
高
校
生
の
移
動
手
段
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
旧
町
域
に
お
け
る
地
域
拠
点
と
中
心

拠
点
を
結
ぶ
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
本
市
が
目
指
す
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
と
連
携
し
た
地
域
公
共
交
通
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
む
。
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